




１．Ｌｏｗ Ｓｐｉｎ Ｔｅｃｈｎｏlｏｇｙ

部分薄肉クラウンにすることで、軽量化。
ソール後方を３㎜の薄さにし、余剰重量を生み出す。
低重心化を図るための重量配分設計。

トゥ-ヒールのスコアラインをなくすことで、アイアンのイメージを出し、構えやすく。
スコアラインの最下段を目立たせることで、やさしくボールを拾い上げるイメージを。

＜ユーティリティ＞

２．アライメントフェイスデザイン

『飛び抜ける』 新ソール形状とフェイス効果で安定した飛距離とスピン性能

＜アイアン＞

１． Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ Ｓｏｌｅ Ｄｅｓｉｇｎ　（１・４・３ＴＰバンス）

ソールのヒール部、センター部、トゥ部 の３局面で
それぞれ異なったバンス角を施した新バンス設計を採用。
アドレス時の安心感とスウィング時の驚愕の抜けの良さを与えます。

⇒ハンドファーストでインパクトする多くのアベレージゴルファーに効果大

『強弾道』 ユーティリティ

２． Ｍ.Ｇ.Ｇ. Ｆｌｏｗ Ｄｅｓｉｇｎ

３． 高強度高反発素材 マレージング鋼

４． ロフト・ライ 調整可能 ニッケルクロムモリブデン鋼

素材（Ｍａｔｅｒｉａｌ）、重心設計（Ｇｒａｖｉｔｙ）、フェイス溝（Ｇｒｏｏｖｅ） を
番手ごとの役割に合わせてフロー設計

ロング番手・・・ 『飛び』 重視の設計

ショート番手・・・ 『スピン』 重視の設計

ロングアイアンのフェイスには歴代のマジェスティと同じマレージング鋼を採用。
一般的なマレージングステンレス系素材に比べ曲げ耐力に優れ、高い反発力を実現させます。

軟鉄並みの柔らかさが特長の ニッケルクロムモリブデン鋼 を本体素材に採用。
ロフト・ライ角の調整が可能となりました。（±１°以内）

ZＥＴＡ専用 Ｓｍｏｏｔｈ Ｃuｒｖｅ ＥＩ分布設計（ドライバー用）

＜シャフト＞

手元から先端まで、クセの無い一様なしなり間を実現させることで、
クラブ長さを変化させても、シャフトフィーリングが大きく変化しないようにした。
また、バイアス層に薄物プリプレグを採用し、コシのある振り心地に。

重さの異なる2種類のシャフトを用意

１） Ｚ７１３ ５Ｓｅｒｉｅｓ　　　　　従来品に対し、先端側・手元側の剛性を若干高めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　中間部の剛性でしなりを感じさせ、先端、手元側でしっかり感を出した。

２） Ｚ７１３ ６Ｓｅｒｉｅｓ　　　　　５Ｓｅｒｉｅｓに対して、重量を１５ｇアップ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　中間～手元側の曲げ剛性を高め、全体の捩れ剛性を高めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘッドの走り感を保ちながら、ハードにヒットできるシャフト設計。


